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平成 27 年 11 月 25 日 第　118　号（2）（3）平成 27 年 11 月 25 日 第　118　号 おがさわら議会だよりおがさわら議会だより

● 安保法制に関する意見書（清水議員提出） 

　賛成　清水

　反対　佐々木　稲垣　鯰江　一木　安藤

　棄権　杉田

　賛成少数で否決
● 今国会で平和安全法制の成立を求める意見書（一木議員提出）

　賛成　一木　佐々木　稲垣　鯰江

　反対　安藤　清水

　棄権　杉田   

　賛成多数で可決

● 都道行文線未整備区間の整備再開を求める意見書

　（総務委員会提出）

　全会一致で可決

第
三
回

定
例
会

● ラムリキュール株式会社の決算報告

● 村の２６年度決算は、特別委員会で詳しく審議しました。

　詳しくは１０ページ

● マイナンバーカードのプリンター購入

● 福祉センターのクーラー等の改修

● 太陽の郷の地下燃料貯蔵タンクの法定点検

● クリーンセンター補修

　などの経費が予算計上されました

● おもに、国のマイナンバー法が開始される ことによる、

　村の関連する条例の整備がされました。

● 中ノ平農業団地の使用許可を、期間が終了した者、辞退

　した者に対して、新たに許可することができることとし

　ました。

第３回定例会（9月8日～18 日）
● 副村長 渋谷正昭氏（小笠原村役場職員）

● 教育長 松本 隆氏（元小笠原高等学校校長）

　2 つの人事案件は、共に同意しました。 お二人の今後の

　村政への貢献を期待しています。また、議会としても今後の

　動向を注目していきたいと考えています。

詳しくは、会議録をご覧ください。

補正
予算

決算
同意

意見書

条例



村
長
４
期
目
の
所
信
に
つ
い
て

一
木
議
員　

①
航
空
路
、
②
特
別

措
置
法
・
暫
定
措
置
法
、
③
観
光

振
興
、
④
子
育
て
支
援
、
⑤
環
境

保
全
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
選

挙
時
の
公
約
や
政
策
実
現
の
方
向

性
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長　

①
三
年
後
の
復
帰
50
年
の

節
目
に
は
、
航
空
路
の
方
向
性
を

立
て
た
い
。
東
京
都
の
絞
り
込
ん

だ
検
討
結
果
を
得
る
べ
く
、
早
期

の
検
討
を
要
請
し
て
い
き
た
い
。

②
次
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
改
正

を
要
望
し
て
い
き
、
農
地
法
と
特

別
賃
借
権
、
旧
硫
黄
島
民
帰
島
と

い
う
課
題
解
決
の
め
ど
を
立
て
た

い
。
③
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
基
軸

に
Ｐ
Ｒ
や
営
業
活
動
充
実
を
図
っ

て
い
く
。
外
国
人
旅
行
者
誘
致
は

一
歩
ず
つ
着
実
に
進
め
て
い
き
た

い
。
④
保
育
園
建
替
え
は
急
務
だ

が
、
災
害
対
策
条
件
の
変
更
も
考

え
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

村
の
実
情
に
合
わ
せ
準
備
が
で
き

た
も
の
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

⑤
豊
か
な
自
然
の
利
・
活
用
で
は

村
民
生
活
と
調
和
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
行
政
の
諸
課
題
は
ど
う
か

一
木
議
員　

新
し
く
設
置
す
る
総

合
教
育
会
議
の
方
向
性
は
。
東
京

都
教
育
庁
出
張
所
開
設
を
要
望
し

て
い
る
が
そ
の
進
捗
は
。
文
科
省

の
学
力
調
査
の
結
果
は
。
五
輪
聖

火
は
南
鳥
島
ま
で
行
け
な
い
か
。

村
長　

総
合
教
育
会
議
は
教
育
委

員
会
任
せ
に
せ
ず
行
政
も
し
っ
か

り
目
を
見
張
れ
と
の
趣
旨
と
受
け

と
め
、
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
。

教
育
長　

教
育
庁
出
張
所
開
設
は

難
し
い
が
、
要
望
は
続
け
て
い

く
。

教
育
課
長　

学
力
調
査
で
小
笠
原

の
小
６
の
算
数
・
理
科
は
平
均
正

答
率
が
高
い
。
習
熟
度
別
や
少
人

数
指
導
の
取
組
み
で
全
体
の
学
力

向
上
を
目
指
し
た
い
。
聖
火
は
、

硫
黄
島
を
含
め
父
島
・
母
島
を
回

る
要
望
を
し
て
い
る
。 

一
木　

重
夫 

議
員

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

清
水
議
員　

村
の
地
産
地
消
推
進

に
つ
い
て
、
村
長
の
所
信
を
伺

う
。
食
料
自
給
率
は
ど
う
捉
え
る

か
。
先
進
国
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
施
策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

自
給
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

村
長　

推
進
に
は
農
地
確
保
が
最

優
先
課
題
だ
。
権
利
関
係
も
あ
り

難
し
い
が
、
農
地
の
流
動
化
を
図

る
手
だ
て
や
農
業
生
産
、
流
通
量

を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

産
業
観
光
課
長　

食
料
自
給
率
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
％
だ
。
農
園
と
滞
在
施

設
を
提
供
し
都
市
部
と
の
交
流
人

口
を
増
や
し
て
地
域
活
性
化
を
図

る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
、
国
内

で
も
多
く
の
農
山
村
地
域
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
が
、
小
笠
原
は
事

情
が
異
な
る
。
農
地
の
確
保
な
ど
、

有
効
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

清
水
議
員　

①
台
風
の
避
難
所
と

し
て
地
区
で
使
え
る
の
か
。
②
語

学
学
習
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

的
に
使
え
な
い
か
。
③
予
約
な
し

で
も
使
え
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
ら
れ
な
い
か
。
④
地
区
の

集
会
所
的
な
利
用
は
で
き
な
い

か
。
⑤
管
理
委
託
の
検
討
は
ど
う

か
。

村
民
課
長　

①
築
21
年
の
木
造
な

の
で
改
修
を
計
画
し
、
強
化
ガ
ラ

ス
や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
も
検

討
し
て
い
る
。
台
風
の
勢
力
や
進

路
に
よ
り
判
断
が
必
要
で
、
避
難

所
に
す
る
と
き
は
早
目
に
広
報
す

る
。
②
集
ま
り
に
伴
う
材
料
費
等

の
実
費
負
担
は
あ
ろ
う
が
、
営
利

目
的
の
有
料
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
認
め

難
い
。
③
管
理
人
等
が
必
要
に
な

り
、
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

施
設
全
体
の
貸
出
し
は
内
容
確
認

が
必
要
な
た
め
、
現
状
の
窓
口
申

請
の
方
法
以
外
は
で
き
な
い
。
④

地
域
の
自
治
会
か
ら
の
使
用
申
請

は
歓
迎
し
た
い
。
⑤
新
た
に
管
理

委
託
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な

い
。

航
空
路
開
設
へ
向
け
て

杉
田
議
員　

今
後
四
年
間
、
航
空

路
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
民
間

の
活
用
や
都
議
会
全
会
派
の
議
決

を
再
度
求
め
な
い
の
か
。

村
長　

ま
ず
執
行
部
と
議
会
と
で

働
き
か
け
、
東
京
都
が
航
空
路
協

議
会
を
開
設
し
た
上
、
設
置
場
所

絞
込
み
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
が

肝
要
だ
。
そ
の
段
階
で
は
民
間
の

期
成
同
盟
等
の
力
も
お
願
い
し
た

い
。
都
議
会
の
議
決
は
再
度
お
願

い
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

総
務
課
企
画
政
策
室
長　

実
務
方

と
し
て
も
実
現
に
努
力
し
た
い
。

中
国
船
密
漁
で
の
漁
業
支
援
を

杉
田
議
員　

密
漁
中
国
船
の
漁
場

荒
廃
が
回
復
す
る
ま
で
、
漁
業
振

興
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

村
長　

現
在
も
海
上
保
安
庁
や
水

産
庁
の
警
戒
監
視
活
動
が
継
続
さ

れ
、
小
笠
原
海
上
保
安
署
に
は
職

員
増
員
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

父
島
、
母
島
漁
業
協
同
組
合
へ
の

支
援
金
の
補
正
予
算
は
今
定
例
会

に
上
程
し
た
。
漁
業
者
の
要
望
を

国
や
東
京
都
へ
も
陳
情
し
て
い
く
。

避
難
所
施
設
と
防
災
対
策
は

杉
田
議
員　

奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
災
害
に
よ
っ
て
避
難
所
に

使
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

村
長　

先
般
の
強
い
大
型
台
風
は

直
撃
の
予
想
で
、
扇
浦
で
高
校
を

避
難
所
と
し
た
の
は
特
例
措
置

だ
。

総
務
課
長　

台
風
、
土
砂
災
害
、

津
波
の
全
災
害
に
対
応
し
た
避
難

所
は
設
定
で
き
て
い
な
い
。
予
想

す
る
災
害
の
種
類
で
避
難
所
が
変

わ
る
の
は
村
民
の
生
命
を
守
る
た

め
だ
。
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
は
津

波
災
害
に
本
番
で
も
活
用
す
る
。

防
災
道
路
が
で
き
れ
ば
台
風
時
で

の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
防
災
無

線
の
台
風
情
報
は
さ
ら
に
わ
か
り

や
す
い
提
供
を
検
討
し
た
い
。

清
水　

良
一
議
員

杉
田　

一
男 

議
員

12 ポイント

行数 31

行間 4

おがさわら議会だよりおがさわら議会だより 第　118　号（4）第　118　号（5）平成 27 年 11 月 25 日 平成 27 年 11 月 25 日 一 般 質 問一 般 質 問

９月定例会
一 般 質 問

第３回定例会は、6 名の
議員から14 件の
一般質問がありました。



父
島
・
母
島
の
保
育
園
整
備
は

佐
々
木
議
員　

父
島
保
育
園
は
津

波
時
、
裏
の
階
段
か
ら
高
台
に
上

る
。
母
島
保
育
園
は
村
民
会
館
と

の
併
用
だ
。
優
先
で
建
替
え
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

村
民
課
長　

父
島
保
育
園
は
、
隣

接
敷
地
を
合
わ
せ
一
体
的
に
子
育

て
支
援
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い

く
考
え
だ
。
母
島
保
育
園
は
、
高

台
の
建
替
え
候
補
地
が
東
京
都
の

調
査
で
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
確

定
で
き
て
い
な
い
。
村
は
早
く
決

定
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

母
島
支
所
長　

東
京
都
は
小
笠
原

地
区
の
調
査
を
平
成
28
、
29
年
度

に
実
施
し
、
30
年
度
に
結
果
を
発

表
す
る
予
定
で
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

で
あ
れ
ば
指
定
す
る
と
の
こ
と

だ
。
近
く
の
母
島
診
療
所
建
設
当

時
は
現
在
の
土
砂
災
害
防
止
法
は

な
く
、
裏
側
を
削
り
養
生
を
施
工

し
建
て
た
。
こ
こ
も
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
指
定
の
可
能
性
が
あ
る
。
指
定

解
除
の
方
法
は
あ
る
が
、
対
応
は

調
査
結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

村
長　

高
台
に
避
難
所
、
村
民
会

館
、
保
育
園
合
築
が
理
想
だ
が
、

土
砂
災
害
防
止
法
の
中
で
ど
の
程

度
の
も
の
が
で
き
る
か
。
工
事
着

工
の
行
政
手
続
も
考
え
る
と
、
残

さ
れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。
今
年

度
内
に
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
い
。

母
島
沖
港
に
防
波
堤
整
備
を

佐
々
木
議
員　

は
は
じ
ま
丸
安
定

運
航
の
た
め
の
東
港
活
用
は
、
東

京
都
港
湾
局
は
完
了
岸
壁
と
の
対

応
で
無
理
だ
。
母
島
沖
港
に
冬
場
、

西
や
北
か
ら
来
る
波
へ
の
防
波
堤

整
備
を
実
現
し
た
い
が
ど
う
か
。

村
長　

観
光
振
興
、
漁
業
振
興
に

も
港
内
の
静
止
性
確
保
が
必
要

で
、
新
た
な
消
波
堤
の
整
備
は
不

可
欠
と
考
え
る
。
沖
港
の
う
ね
り

は
今
回
の
選
挙
時
実
感
し
た
。
議

会
と
協
力
し
実
現
を
考
え
て
い
き

た
い
。

高
齢
者
対
策
、
環
境
対
策
で
は

安
藤
議
員　

高
齢
者
が
自
立
し
た

生
活
を
営
む
た
め
、
寝
た
き
り
予

防
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

村
民
課
長　

介
護
保
険
法
が
予
防

重
視
に
改
正
さ
れ
、
介
護
予
防
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
創
設
さ

れ
た
。
村
も
対
応
の
た
め
、
気
軽

に
集
え
る
サ
ロ
ン
の
開
設
や
買
い

物
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
転
倒
予
防
教

室
開
催
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

関
係
機
関
や
地
域
住
民
と
も
協
議

し
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

安
藤
議
員　

今
年
４
月
に
新
設
さ

れ
た
環
境
課
の
業
務
と
は
。

総
務
課
長　

世
界
自
然
遺
産
登
録

後
生
じ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
案

に
対
し
、
村
と
し
て
自
然
だ
け
で

な
く
生
活
を
含
め
た
環
境
政
策
を

一
元
的
に
捉
え
施
策
を
執
行
す

る
。

観
光
産
業
支
援
へ
の
取
組
み
は

安
藤
議
員　

西
之
島
新
島
ツ
ア
ー

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
来
年
７

月
の
新
船
就
航
へ
の
対
応
は
。

村
長　

夏
の
台
風
で
来
島
者
減
と

な
っ
た
が
、
大
島
・
館
山
・
久
里

浜
の
各
寄
港
便
や
特
別
企
画
便
を

集
客
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

西
之
島
ツ
ア
ー
は
、
か
つ
て
村
民

向
け
企
画
が
中
止
と
な
っ
た
が
、

安
全
確
保
を
大
前
提
に
関
係
各
機

関
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

産
業
観
光
課
長　

現
お
が
さ
わ
ら

丸
を
活
用
し
た
特
別
企
画
も
さ
れ

て
い
る
。
協
力
し
て
い
き
た
い
。

平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

安
藤
議
員　

戦
後
七
十
年
、
平
和

都
市
宣
言
か
ら
二
十
年
経
過
し
、

改
め
て
広
く
発
信
し
た
い
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
う
実
行
す
る
の
か
。

村
長　

小
笠
原
の
特
異
な
歴
史
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
二
見

港
の
平
和
都
市
宣
言
の
碑
に
つ
い

て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
人
目

に
触
れ
る
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

貨
物
船
共
勝
丸
の
安
定
運
航
を

稲
垣
議
員　

平
成
24
年
12
月
議
会

に
共
勝
丸
の
件
で
質
問
が
出
た
。

ガ
ソ
リ
ン
・
プ
ロ
パ
ン
な
ど
危
険

物
を
は
じ
め
廃
棄
物
を
運
搬
し
村

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
い
る

が
、
老
朽
化
に
伴
い
冷
蔵
・
冷
凍

が
不
能
に
陥
り
母
島
は
大
変
困
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の

三
年
間
、
修
理
や
新
造
船
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
し
た
の
か
。

村
長　

共
勝
丸
の
社
長
と
は
二
回

話
し
た
が
、
交
渉
は
し
て
い
な

い
。
共
勝
丸
の
状
態
や
新
船
建
造

の
考
え
を
聞
き
、
小
笠
原
で
の
位

置
づ
け
や
こ
ち
ら
の
お
願
い
も
話

し
た
。
今
回
改
め
て
確
認
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
三
年
後
の
平
成
30
年
に

向
け
新
船
を
造
船
所
に
仮
発
注

し
、
現
船
に
は
、
同
型
の
冷
凍
・

冷
蔵
コ
ン
テ
ナ
を
修
理
次
第
荷
受

け
し
、
油
圧
系
は
昨
年
修
理
し
た

と
の
こ
と
だ
。
意
見
交
換
に
は
努

め
て
い
き
た
い
。

稲
垣
議
員　

お
が
さ
わ
ら
丸
が

ド
ッ
ク
に
入
る
。
共
勝
丸
の
新
造

船
に
向
け
財
政
や
人
材
支
援
等
で

共
同
に
踏
み
出
す
提
言
を
し
た

い
。
は
は
じ
ま
丸
新
造
計
画
で
活

躍
し
た
船
に
詳
し
い
職
員
等
を
駆

使
し
、
住
民
の
声
を
吸
い
上
げ

て
、
よ
り
よ
い
船
を
建
造
し
て
は

ど
う
か
。

村
長　

共
勝
丸
が
新
船
に
な
っ
た

と
き
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
の
ド
ッ

ク
中
の
代
船
機
能
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
。
村
は
荷
主
と
し
て
、
直

接
的
な
財
政
援
助
等
が
な
く
て
も
、

対
等
に
意
見
を
交
わ
す
立
場
に
あ

る
。
新
船
設
計
も
顧
客
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
た
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
は
は
じ
ま
丸
の
新
造
船

時
の
話
や
要
望
等
も
伝
え
て
い
る
。

も
し
も
運
行
不
能
の
と
き
は

稲
垣
議
員　

万
が
一
共
勝
丸
が
運

航
不
能
に
な
る
事
態
へ
の
備
え
は
。

総
務
課
長　

八
幡
丸
と
い
う
船

が
、
い
ざ
と
な
れ
ば
プ
ロ
パ
ン
も
運

べ
る
と
い
う
話
を
確
認
し
て
い
る
。

佐
々
木
幸
美 

議
員

安
藤　

重
行 

議
員

稲
垣　

勇 

議
員

池
田　

望 

議
長

　
　
　
　
　
　

出
張
報
告

6
月
25
日

6
月
26
日

6
月
29
日

7
月
14
日

7
月
15
日   

　
　
　
　

7
月
16
日

7
月
17
日      

　
　
　
　

7
月
28
日

7
月
29
日

7
月
30
日  

　
7
月
31
日

8
月
3
日

8
月
4
日 

　

～
5
日

8
月
6
日

第
４
回
外
国
漁
船
違
法
操
業
連
絡
会
出
席
。
（
村
長
同
行
）

都
議
会
正
副
議
長
挨
拶
。

公
益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
へ
挨
拶
。

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
出
席
。
（
村
長
同
行
）

都
自
然
環
境
部
長
、
総
務
局
行
政
部
長
に
挨
拶
。

タ
グ
ホ
イ
ヤ
ー
発
売
記
念
イ
ベ
ン
ト
出
席
。
（
村
長
同
行
）

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会
出
席
。

都
総
務
局
総
合
防
災
部
長
、
離
島
港
湾
部
長
と
、
情
報
・
意
見

交
換
。

国
交
省
国
土
政
策
局
へ
挨
拶
。

東
京
北
医
療
セ
ン
タ
ー
、
都
立
広
尾
病
院
に
急
患
対
応
等
の
お

礼
挨
拶
。

都
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
合
同
会
議
出
席
。

都
立
墨
東
病
院
に
お
礼
挨
拶
。

総
務
省
・
防
衛
省
地
方
協
力
局
に
基
地
関
係
交
付
金
の
要
望
。

（
村
長
同
行
）

光
が
丘
病
院
に
挨
拶
。

都
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
活
動
参
加
。

愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
2
0
1
5
・
島
じ
ま
ん
開
会
式
に
出
席
。　

　
自
由
民
主
党
総
務
会
長
、
内
閣
官
房
長
官
と
面
会
し
、
航
空
路

の
早
期
開
設
を
要
望
。
（
村
長
同
行
）

国
交
省
国
土
政
策
局
へ
挨
拶
。
（
村
長
同
行
）
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ATR機とは小笠原の距離を飛べる機種なのか。　　　　　（池田議長） 
充分飛べると判断しており、陳情要望活動をしていきたい。 

3案のうち、洲崎にしぼって行かないと、先に進めない。（佐々木委員） 
洲崎案を進めるには良いタイミングと考えている。 

採算がとれるか、運航会社があるのかも重要な要素だ。　（杉田委員） 
今回就航した ATR 機に搭乗する、運航会社に聞くなど、実態の調査を

　したい。 

・訓練、遺骨収容の実施報告 

・交付金要望活動（議長） 

・硫黄島訪島事業実施（6 月 13 ～ 16 日、参加議員　池田、杉田、鯰江、

　一木、安藤、清水）  

硫黄島内に地名表示を設置してはどうかという提案は、その後どうなっ
　たか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（杉田委員長） 

訪島事業の際、GPS での所在調査を試みている。調整をし、設置してい

　きたい。 

中
国
サ
ン
ゴ
船

問
題 

 

裁
判
の
そ
の
後
の
経
過
、

国
が
全
国
的
に
海
上
保
安
庁

の
増
員
要
望
し
た
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

増
員
だ
け
で
な
く
、

船
も
含
め
た
体
制
の

見
直
し
や
要
望
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
（
杉
田
委
員
） 

小
笠
原
へ
の
常
駐
の

要
望
を
今
後
も
行
っ

て
い
く
。 

世
界
自
然
遺
産 

・
移
入
種
拡
散
防
止
、
ア

ノ
ー
ル
と
い
っ
た
各
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
実
施 

・
保
護
保
全
生
物
の
村
民

向
け
講
習
会
や
説
明
会
の

実
施 

・
母
島
の
猫
対
策
事
業
住
民

説
明
会
の
実
施 

・
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
９
月

実
施
） 

　

こ
れ
ら
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ど

こ
が
主
体
で
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
調
査
す
る
の

か
。

　
　
　
　
（
清
水
委
員
） 

村
が

主
催
・
実
施

し
、
一
般
村
民
が
世

界
自
然
遺
産
と
い
う
も
の
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
を

主
に
調
査
す
る
。

科
学
委
員
会
で
外
来

ア
リ
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
た
と
あ
る
が
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
（
杉
田
委
員
） 

３
月
く
ら
い
に
、
父

島
母
島
に
ツ
ヤ
オ
オ

ズ
ア
リ
の
分
布
が
確
認
さ

れ
た
。
海
外
な
ど
で
は
、

外
来
ア
リ
に
よ
る
固
有
陸

産
貝
類
へ
の
影
響
が
で
た

事
例
も
あ
り
、
今
後
、
対

策
な
ど
を
科
学
委
員
会
で

議
論
し
て
い
く
。 

こ
れ
ら
の
会
議
の
議

事
録
は
、
一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
（
安
藤
委
員
） 

各
会
議
の
事
務
局
が

議
事
録
を
作
り
、
関

係
機
関
で
共
有
し
て
い
る
。

完
成
次
第
、
閲
覧
は
可
能

だ
。 

 

防
災
道
路

（
継
続
）  

　

７
月
号
村
民
だ
よ
り
で
、

防
災
道
路
の
概
要
や
、
そ
れ

以
前
に
寄
せ
ら
れ
た
村
民
意

見
を
広
報
し
た
。
そ
の
後
、

少
数
の
反
対
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
方
に
は
意
見
の
取

り
扱
い
を
報
告
し
て
い
る
。 

　

こ
ま
か
い
整
備
方
法
な

ど
、
議
論
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
防

災
道
路
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
村
民
合
意
が
得
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。 

　

10
月
の
村
長
上
京
時
に
要

望
書
を
提
出
し
、
要
望
活
動
を
行
う
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

  

池
田
委
員
か
ら
、
議
会
か
ら
は
意
見
書
を
提

出
し
て
は
と
の
提
案
が
あ
り
、
意
見
書
議
案
を

本
会
議
に
あ
げ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
「
都
道
行
文
線
未
整
備
区
間
の
整

備
再
開
を
求
め
る
意
見
書
」
と
し
て
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

航
路
改
善  

 

新
お
が
さ
わ
ら
丸
・
新
は
は
じ
ま
丸
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

新
お
が
さ
わ
ら
丸
は
、
７
月
２
日
竹
芝
発
か

ら
就
航
予
定
、
新
は
は
じ
ま
丸
は
、
詳
細
は
未

定
だ
が
、
お
が
さ
わ
ら
丸
よ
り
先
に
就
航
さ
せ

た
い
と
の
こ
と
。 

　

ま
た
、
池
田
委
員
よ
り
、
は
は
じ
ま
丸
の
安

定
就
航
を
め
ざ
し
、
沖
港
の
防
波
堤
の
要
望
書

を
出
し
て
は
と
い
う
提
案
が
さ
れ
、
要
望
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総務委員会 委員長　　佐々木　幸美
副委員長　清水　良一

委員長　　一木　重夫
副委員長　清水　良一

委員長　　杉田　一男
副委員長　安藤　重行

小笠原空港開設推進特別委員会　硫黄島調査特別委員会

世
界
自
然
遺
産
の
今
後
は

　
　
　
　
防
災
道
路
は
ど
う
な
っ
た
か 

航空路の報告

硫黄島の報告

（9）



自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
入
島
税

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
（
清
水
副
委
員
長
）

他
の
税
収
へ
の
波
及
効
果
も
あ
り
、

一
概
に
は
言
え
な
い
。

地
籍
調
査
が
完
了
し
た
箇
所
は
、

所
在
が
判
明
し
、
固
定
資
産
税
の

課
税
徴
収
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
垣
委
員
）

判
明
し
た
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と

課
税
徴
収
を
行
っ
て
い
る
。

夜
間
の
急
患
搬
送
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
降
り
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の

都
度
照
明
を
設
置
し
て
い
る
。
国
境
離
島

の
点
か
ら
も
夜
間
照
明
の
常
設
は
必
要

で
、
国
に
要
望
し
て
行
く
べ
き
。

（
池
田
議
長
）

当
時
、
基
地
に
夜
間
照
明
は
不
要

と
い
わ
れ
、
今
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

た
。
ま
ず
は
現
在
の
国
の
考
え
を
確
認
し
、

国
防
に
も
急
患
搬
送
に
も
役
立
つ
と
し
て

臨
ん
で
い
く
。

都
の
施
設
保
守
委
託
等
が
無
く
な

る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料

の
値
上
げ
を
検
討
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
　
　
　
　
　
　
　
（
一
木
委
員
長
）

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
、
村
民

の
利
用
者
負
担
の
他
、
様
々
な
資

金
で
運
営
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
都
の
Ｂ

Ｓ
の
設
備
保
守
委
託
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
が
無
く
な
る
と
村
民
負
担
の
利
用
料

に
影
響
が
出
て
く
る
。

墓
地
の
草
刈
は
、
年
に
数
回
だ
と

草
が
伸
び
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る

の
で
、
管
理
者
を
決
め
、
毎
日
少
し
ず
つ

草
刈
し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

（
池
田
議
長
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
置
に

む
け
、
草
刈
も
社
協
と
協
議
し
て

い
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
毎
年
維
持

費
や
補
修
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

今
後
、
ゴ
ミ
処
理
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
田
委
員
）

将
来
的
に
は
中
間
処
理
施
設
の
計

画
を
し
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
生
ゴ
ミ
な
ど
、
焼
却
せ
ず
に
資
源
化
を

進
め
て
い
く
。

母
島
の
火
葬
場
は
、
件
数
が
少
な

い
分
維
持
管
理
が
難
し
く
、
い
ざ

と
い
う
時
に
支
障
が
出
て
く
る
場
合
が
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
藤
委
員
）

老
朽
化
は
激
し
い
。
母
島
の
他
の

施
設
計
画
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

補
食
給
食
に
島
や
さ
い
を
出
す
な

ど
の
工
夫
は
で
き
な
い
の
か
。

（
佐
々
木
委
員
）

様
々
な
意
見
要
望
が
あ
る
が
、
食

品
安
全
の
観
点
か
ら
、
切
る
な
ど

調
理
す
る
も
の
は
難
し
い
。

特
別
支
援
員
は
少
な
く
な
い
か
。

今
後
、
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

人
材
が
必
要
と
な
る
の
で
は
。

（
安
藤
委
員
）

都
に
専
門
的
な
知
識
技
術
を
持
っ

た
教
員
を
要
請
し
て
い
る
。
今
後

の
支
援
員
の
業
務
内
容
も
あ
り
、
増
員
も

含
め
検
討
し
て
行
く
。

節
電
は
、
自
分
た
ち
が
意
識
し
な

い
と
効
果
が
で
な
い
。

（
清
水
副
委
員
長
）

庁
舎
の
節
電
は
工
夫
し
て
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
し
て
い
く
。

消
防
団
の
旅
費
の
科
目
が
、
出
動

手
当
相
当
の
も
の
と
団
長
の
出
張

旅
費
の
も
の
と
ま
と
ま
っ
て
い
て
わ
か
り

に
く
い
。
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
委
員
）

旅
費
の
科
目
の
中
に
は
元
々
出
張

旅
費
の
他
に
費
用
弁
償
と
い
う
、

出
動
や
点
検
な
ど
の
手
当
相
当
の
費
用
が

含
ま
れ
る
。

防
災
訓
練
に
参
加
し
た
が
、
避
難

す
る
だ
け
で
、
実
態
に
即
し
て
い

な
い
の
で
は
。
　
　
　
　
（
杉
田
委
員
）

避
難
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

津
波
を
想
定
し
て
お
り
、
近
地
津
波

と
比
べ
、
到
達
ま
で
時
間
が
あ
る
。
消
防

団
の
方
の
基
材
搬
送
や
、
高
齢
者
へ
の
避

難
行
動
支
援
な
ど
を
見
れ
ば
、
評
価
し
て

い
た
だ
け
る
と
思
う
。

生
活
再
建
・
出
産
費
用
貸
付
金

は
、
動
き
が
な
い
。
今
後
は
ど
の

よ
う
に
し
て
行
く
の
か
。
（
池
田
議
長
）

生
活
再
建
、
出
産
費
用
と
も
に
古
い

制
度
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、

少
し
で
も
返
済
い
た
だ
け
る
よ
う
、
督
促
や

声
掛
け
な
ど
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

観
光
局
の
事
業
を
見
直
し
す
る
よ

う
に
と
の
指
摘
は
、
そ
の
後
ど
う

し
た
の
か
。
　
　
　
　
（
一
木
委
員
長
）

民
間
業
者
が
育
成
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ツ
ア
ー
作
成
は
行
っ
て
い
な

い
。

平成26年度決算特別委員会

村議会からは、特にこれらのことに注目して報告書を提出しました。 

・今後も税の徴収率を維持して下さい。 

・これまで以上に、村の施設の光熱水費の節約をして下さい。 

・夜間急患搬送時のヘリポート照明は、あり方も含めてより

　良い方法を考えて行きましょう。 

・補食給食の地産地消の工夫、特別支援教育の支援員など、

　子どもたちの支援をして下さい。

全会一致で可決しました。

おおまかな
使いみち

総務費：村政全般、航空路など政策的なもの

議会費：議員の経費

民生費：保育園や高齢者対策など

衛生費：診療所やゴミ処理など

農林水産業費：農業・漁業振興など

商工費：商工・観光の地域振興など

土木費：村道管理など

教育費：小中学校の経費、文化財保護など

委員長　　一木　重夫
副委員長　清水　良一 （10）



問合わせ＆送付先： 議会事務局 メール：gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp

「
先
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
す
」
前
々
号
の
編
集
後
記
で
議

会
だ
よ
り
の
改
善
を
目
標
に
掲
げ
ま
し

た
。
早
速
、
安
藤
委
員
と
共
に
編
集
会

議
を
開
催
。
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
よ
り
住
民
目
線
で
楽
し
く
分
か
り
や

す
い
」
「
高
齢
者
で
も
読
み
や
す
い
」

に
掲
げ
て
、
詳
細
な
編
集
方
針
を
定
め

ま
し
た
。
ま
ず
は
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
前
号
で
は
文
字
を
大
き
く
し
て
、

村
民
生
活
に
直
結
す
る
議
案
を
中
心
に

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
後
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
（
一
木
） 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

一
木　

重
夫

安
藤　

重
行

皆さんの笑顔の写真を
議会だよりの表紙に
載せませんか？

第　118　号（12）

編

集

後

記

平成 27 年 11 月 25 日 おがさわら議会だより

・データでお寄せ下さい。 
・お寄せいただいた写真は、写っている方も含めて、
　掲載許可をいただいているものとします。


